
2.グループ戦略
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ＹＭＦＧの歩み ①沿革

1878年11月 第百十国立銀行創業

1944年3月 山口銀行創立

総 資 産 5.6兆円
預 金 残 高 5.1兆円
貸出金 残 高 3.2兆円

総 資 産 0.9兆円
預 金 残 高 0.8兆円
貸出金 残 高 0.8兆円

総 資 産 3.1兆円
預 金 残 高 2.8兆円
貸出金 残 高 1.9兆円

総 資 産 9.6兆円
預 金 残 高 8.7兆円
貸出金 残 高 5.9兆円

2005年12月
山口銀行ともみじHDが
経営統合に基本合意

2007年7月
「ワイエム証券」設立
2007年7月
「ワイエム証券」設立

2009年4月
「井筒屋ウィズカード」グループ化
2009年4月
「井筒屋ウィズカード」グループ化

2007年8月
「ワイエムセゾン」設立
2007年8月
「ワイエムセゾン」設立

2011年4月
「ワイエムコンサルティング」商号変更
2011年4月
「ワイエムコンサルティング」商号変更

2014年4月
「ワイエムリース」商号変更
2014年4月
「ワイエムリース」商号変更

2004年5月

広島総合銀行とせとうち銀行の

合併と同時に商号変更

2006年10月

山口銀行ともみじＨＤの

共同株式移転により設立

2011年10月
山口銀行の九州域内における
事業を継承し営業開始

グループ中核３行
連結子会社９社

持分法適用関連会社４社

『健全なる積極進取』の経営方針の下、地方銀行同士の広域統合を他行に先駆け、実現。
広域金融グループとして更なる発展を目指す。
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57,041 57,246 57,883 57,934
60,026

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

8,333

8,840
9,020

9,445

10,062
10,321

10,625

10,202

10,786

17.64%
17.94%

17.55%
17.17%

17.64%
18.03%

18.36%

17.61%
17.97%

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

2,960

2,228

1,964

1,655 1,678 1,630 1,574 1,575
1,4094.43%

3.75%

2.95% 2.89%
2.80%

2.68% 2.68%

2.31%

6.16%

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

『中四国地方で最大かつ最高の金融グループ』を掲げた平成18年10月の経営統合以降、良質な資産を積
上げ健全性を高めながら、営業基盤を拡大。

ＹＭＦＧの歩み ②営業基盤の拡大

貸出金

預金

経営統合 北九州銀行開業

預貸金推移 （各行単純合算）

■3行3ブランド体制による地域密着化

■山口銀行の信用力、海外ネットワークの活用

■もみじ銀行のリテールマーケットでの強み

■北九州銀行開業による北部九州マーケット浸透

預貸金は経営統合以降、飛躍的に伸長

（億円、％）

（億円）

（億円、％）

個人ローン （各行単純合算） 不良債権 （各行単純合算）

貸出債権証券化

残高

個人ローン
比率

残高

不良債権
比率
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18/3期 23/10月 26/3期

３行合算 283 279 282

山口 153 138 133

もみじ 130 118 117

北九州 - 23 32

承
継

795 788 773 753

810 810
786 768

415 391 390 379 376 380

809

385389395384
339355358363352 369 346359

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

経営統合、システム統合、新銀行開業などの積極的な投資に伴う負担の一方、規模の利益により経費総
額は抑制。今後も統合メリットを追求しながら、「攻めのグループ経営」を進める。

ＹＭＦＧの歩み ③グループ経営基盤の強化

経費

人件費

物件費

経営統合 北九州銀行
開業

システム統合
スタート

経費推移 （各行単純合算）
（億円）

■ 国内店舗数

■ 総人員数

・総人員を抑制しつつ、新規出店など戦略部門へ投入

■ 共同化システムの有効活用～システム開発等の大幅効率化

■ グループ3行共通の商品・サービスにかかるシステム開発等の効率化

■ もみじ銀行データセンターの山口銀行への統合

■ グループ3行の通信ネットワークの共通化

■ ＡＴＭのシングルベンダー化～保守効率向上、関連開発等の効率化

■ 共同化システムの投資償却は平成27年度以降大幅減少見込

システム統合効果例

※パート・派遣社員等を含む。
※比較可能とするため、子会社から銀行本体へ移管した業務に係る人員は除く。

18/3期 26/3期

３行合算 6,064 5,087
山口 3,405 2,597
もみじ 2,659 1,933
北九州 - 557

うち
本部人員 1,146 937
本部比率 18.9% 18.4%
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グループネットワークを活かして、地域を超えて広域な商圏を一つに繋げることによって地域活性化に更に注力し、地域とと
もに、成長していくことを目指す。

目 指 す べ き 姿

地域を育み、ともに成長する金融グループ～Ｒｏａｄ ｔｏ 「ＹＭＦＧ ＺＯＮＥ」～

Ｚｏｎｅ ｏｆ Ｏｖｅｒ-ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｅｃｏｎｏｍｙ （地域を超えて各地域が密接に連携することで成長する経済圏）

「一つのＹＭＦＧ」への変革による地域との共栄

重 点 施 策

１．「一つのＹＭＦＧ」への変革

（１）一つになって「地域」へ

①情報ビジネスへの意識転換

②地域と深く関わる体制の強化

（２）一つの「ＹＭＦＧ」として

①「ＹＭＦＧ」への意識転換

②「ＹＭＦＧ」による統制機能の強化

２．地域とＹＭＦＧの共栄

（１）地域の活力を創造する

①グループネットワークを活かした連携による地域活性化

②アジアの成長の取込

（２）ＹＭＦＧのファンを増やす

①お客さまから頼られるコンサルティング機能の発揮

②感動を創造するＣＳの提供

３．「一つのＹＭＦＧ」を支える経営基盤の強化

３つのブランド銀行を持つ金融グループとして、それぞれの地域に深く関わっていくとともに、地域同士を連携させ、地域を育んでいく、

グループ一体となった「一つのＹＭＦＧ」へと変革し、グループ総合力の発揮により、地域活性化とＹＭＦＧの成長を図っていく。

基 本 目 標

グループ戦略 「ＹＭＦＧ中期経営計画２０１３」
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ＹＭＦＧ中期経営計画２０１３ 計数進捗

◆経常利益・当期利益は山口ＦＧ連結、グループ各行単体とも堅調に推移。
◆ＹＭＦＧファンの増加と地域の成長により、課題であるコア業務粗利益の強化を図る。

グ ル ー プ 各 行 単 体

山 口 フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 連 結

26年度計画
25年度

＋0.90％

＋40億円

＋59億円

△55億円

前年同期比

74.7％

312億円

498億円

1,137億円

実 績
27年度目標計数

73.5％

240億円

415億円

1,170億円

67％未満修正ＯＨＲ

250億円以上当期利益

400億円以上経常利益

1,250億円以上コア業務粗利益

26年度計画
25年度

＋0.90％

＋40億円

＋59億円

△55億円

前年同期比

74.7％

312億円

498億円

1,137億円

実 績
27年度目標計数

73.5％

240億円

415億円

1,170億円

67％未満修正ＯＨＲ

250億円以上当期利益

400億円以上経常利益

1,250億円以上コア業務粗利益

190億円＋22億円189億円200億円以上当期利益

295億円＋40億円306億円300億円以上経常利益

125億円＋2億円173億円110億円以上経常利益

370億円△54億円386億円400億円以上コア業務粗利益
も
み
じ

112億円＋0億円108億円130億円以上コア業務粗利益
北
九
州

80億円＋3億円129億円70億円以上当期利益

山
口

26年度計画
25年度

△0億円

△0億円

△1億円

前年同期比

11億円

20億円

577億円

実 績
27年度目標計数

12億円

20億円

624億円

20億円以上当期利益

30億円以上経常利益

650億円以上コア業務粗利益

190億円＋22億円189億円200億円以上当期利益

295億円＋40億円306億円300億円以上経常利益

125億円＋2億円173億円110億円以上経常利益
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口
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△0億円

△1億円

前年同期比

11億円

20億円

577億円

実 績
27年度目標計数

12億円

20億円

624億円

20億円以上当期利益

30億円以上経常利益

650億円以上コア業務粗利益



現状認識

平成27年度
（中計最終年度）

平成26年度（今年度）

基本方針：変化への挑戦～Challenge to Change～

1．お客様と広くつきあうためのChange
・取引層の拡大、潜在市場への参入等

2．お客様と深くつきあうためのChange
・情報営業の徹底、コンサルティング強化等

↓
YMFGファンの増加⇔地域・お客様の課題解決

各重点施策ごとに、店舗網の再編、情報営業へ
の意識転換や、地域活性化への具体的な取組
成果が上がっており、中計２年度目となる今年度
は、「地域とＹＭＦＧの共栄」のためＹＭＦＧ顧客
層の拡大に全力で取り組む。

・グループ人事一体化への着手

平成２５年度

【「一つのＹＭＦＧ」への変革】

【一つのＹＭＦＧを支える経営基盤強化】

・地域と深く関わるネットワークの強化

・グループ一体化の推進

【地域とＹＭＦＧの共栄】

・連携による地域活性化

・アジアの成長の取込

・市場・国際部門のバック業務統合

・事業再生支援への取組

優先課題：『リレーション強化による
ＹＭＦＧファンの増加』

・グループ内情報の有効活用

19

ＹＭＦＧ中期経営計画２０１３ 施策進捗

◆各重点施策ごとに成果は上がっており、着実に「ＹＭＦＧ ＺＯＮＥ」の創造に向けて進んでいる。
◆『リレーション強化によるＹＭＦＧファンの増加』を掲げ、ＹＭＦＧとともに成長する顧客層の拡大に向けて果敢に挑戦する。
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【26年度重点施策】

②ＩＴチャネルを活用した顧客接点強化

リレーション強化によるＹＭＦＧファンの増加

25年度の取組みを更に加速させるとともに、5つの重点施策を通じてリレーション強化によるＹＭＦＧファンの更なる増加を
図り、地域との共栄を目指す「ＹＭＦＧ ＺＯＮＥ」への取組を進化させる。

③コンサルティング力深化

⑤グループ内の情報連携徹底

④レス化推進による時間・人員創出

①個人事業主・小規模企業等へ
新事業性ローンの提供

現 状 リレーション強化によるＹＭＦＧファンの増加 地域との共栄

【継続的取組】
・地域と深く関わるネットワークの強化

・グループ一体化の推進
・地域活性化への取組み・・・

※ＹＭＦＧファン：当社が想定している一定以上の取引をしていただける層
20

ＹＭＦＧファン

（１）広くつきあうためのチェンジ

（２）深くつきあうためのチェンジ
成長・繁栄

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥ

収益基盤の強化
当 社

ＹＭＦＧファンの増加

ニーズ対応によるお客さまの成長
新たな収益モデルの構築

広く

深く取引先の
拡大

取引内容の
拡大
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2
3
4
5
6
7
8
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10

24/3末 25/3末 26/3末

「一つのＹＭＦＧ」への変革 ～地域と深く関わるネットワークの強化～

広島県
山口県

福岡県

（平成26年3月31日現在）

国内有人店舗数 ２８２

21

北九州市内を中心に

３２支店・出張所

◆有人店舗ネットワークの最適化を図りつつ、各銀行がそれぞれのブランドの強みを活かせる地域に深く関わっていく。
◆ＩＴチャネルや新商品・サービス展開も含め、広く、深くお客様とつき合うチャネルネットワークを構築する。

山口県内を中心に

133支店・出張所

広島県内を中心に

117支店・出張所

平成２５年度：２カ店出店
■積極的な店舗展開継続

平成２５年度：４カ店廃止
（もみじ銀行出張所化１カ店
無人店舗化１カ店）

■支店機能の見直し・再配置

平成２５年度：
出張所の支店昇格１カ店
１出張所新設
１出張所廃止
■支店機能の見直し・再配置

セブンイレブン（セブン銀行）
約１．９万台

ファミリーマート等（E-net）
約１．３万台
※もみじ銀行を除く

★グループ３行間利用手数料無料
ＡＴＭ約１千台

★顧客利用手数料平日時間内無料 コンビニＡＴＭネットワーク

ＩＴチャネルを活用した顧客接点強化

●個人インターネットバンキングの更なる利便性向上
（平成２６年度）

●ローン商品等の非対面ペーパーレス化スキーム
の導入（平成２６年度）

●ＥＢ専担者を配置し、顧客ニーズの収集・機能改善
（継続取組み）

新商品・サービスでの新たな接点構築

●個人事業主等向け、新事業性ローンの開発
（平成２６年度）

（万先）

個人ＩＢ

法人ＩＢ

インターネットバンキング契約件数推移（３行合算）

6.8万先

8.3万先
9.0万先



◆グループ３行での一体化を進め、ノウハウ融合によるお客様の課題解決と効率化を追求。
◆さらに、ＹＭＦＧグループでの一体化も進め、広域金融グループの強みを徹底的に追求。

「一つのＹＭＦＧ」への変革 ～グループ一体化の推進～

22

グループ中核３行

■人事の一体化
人事プラットフォームの統一化（２１年～）

給与ベースアップの統一実施（２６年７月）

給与等の水準統一（２８年度予定）

新卒採用の一括化（２８年度予定）

■人事の一体化
人事プラットフォームの統一化（２１年～）

給与ベースアップの統一実施（２６年７月）

給与等の水準統一（２８年度予定）

新卒採用の一括化（２８年度予定）

■本部組織の一体化
国際業務部門の統合（２５年５月）

市場バック部門の統合（２５年５月）

データセンターの統合（２６年５月）

■本部組織の一体化
国際業務部門の統合（２５年５月）

市場バック部門の統合（２５年５月）

データセンターの統合（２６年５月）

■ＹＭＦＧブランド戦略
統一キャラクター（石川佳純選手）の採用

（２５年３月～）

グループ社内報の発刊（２５年５月）

ＹＭＦＧ感謝祭の展開（２６年３月～）

■ＹＭＦＧブランド戦略
統一キャラクター（石川佳純選手）の採用

（２５年３月～）

グループ社内報の発刊（２５年５月）

ＹＭＦＧ感謝祭の展開（２６年３月～）

●ワイエム証券
平成１９年７月設立以降グループ３行の
お客様の資産運用ニーズにお応え
預り資産残高は３，７５７億円（26/3末）

●ワイエム証券
平成１９年７月設立以降グループ３行の
お客様の資産運用ニーズにお応え
預り資産残高は３，７５７億円（26/3末）

●ワイエムコンサルティング
平成２３年４月に旧もみじｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
を商号変更し、グループのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
事業を統合、強化

●ワイエムコンサルティング
平成２３年４月に旧もみじｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
を商号変更し、グループのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
事業を統合、強化

●ワイエムリース
（山口銀行持分法適用関連会社）
平成２６年４月に旧山口リースを商号
変更し、グループのリース事業を統合

●ワイエムリース
（山口銀行持分法適用関連会社）
平成２６年４月に旧山口リースを商号
変更し、グループのリース事業を統合

ＹＭＦＧグループ

●全グループ会社・関連会社
連結子会社１２社
持分法適用関連会社４社

●全グループ会社・関連会社
連結子会社１２社
持分法適用関連会社４社

グループ３行のノウハウを融合し、「一つのＹＭＦＧ」としてお客様へ

専門ノウハウを結集し、グループ総合力でお客様へ



医療・介護関連向け融資（３行合算）

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

24/3期 25/3期 26/3期
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◆広域金融ネットワークの強みを活かし、情報と情報を結びつけ、グループ商圏の活性化に取組む。
◆創業支援や、環境・医療・農業分野などの成長分野を積極的に支援。

広 域 金 融 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用広 域 金 融 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用

地域とＹＭＦＧの共栄 ～連携による地域活性化～

ビジネスマッチング

（成約件数）

産官学連携

（取次件数）

創業支援

（創業支援補助金申請支援件数）

山口銀行 40 20 17

もみじ銀行 182 22 35

北九州銀行 70 15 6

・創設日：平成25年4月5日
・商工業を中心に農林水産業も含めた総合的な産業力強化を図るため、
山口県と共同で設立。

・ファンド総額：１０億円（当行グループ６．７億円出資）
・存続期間：１０年
・投資実績：６件／２５８．５百万円（平成２６年４月現在）

・広域金融グループのネットワークを活かして、平成18年度より開催。
・第8回目を迎える平成26年2月は、「農業・食品・健康」をテーマとして開催。

48 98
310

737

186

387

928

8 16
107 81

135

第5回 第6回 第7回 第8回

【商談件数実績推移】

301 232

745

成約件数
継続商談

商談総数

1,763

●合同ビジネスマッチングフェア

●平成25年度取組実績

●地公体・大学等公設機関との連携推進
・「創業支援」や取引先の技術相談・共同開発等の「技術支援」に取組。
・地元自治体等による地域活性化プロジェクトなどに積極的に参加。

●「やまぐち夢づくり産業支援ファンド」

●「㈱ひろしまイノベーション推進機構」
・広島県が中心となり、金融機関等と設立した投資ファンド。もみじ銀行も出資。
・平成25年5月に、もみじ銀行取引先に対し出資（１件／５４０百万円）。

フ ァ ン ド に よ る 支 援フ ァ ン ド に よ る 支 援

●公益財団法人やまぎん地域企業助成基金
・地域経済の健全な発展を目的として、昭和59年設立。
・地元３県の中小企業等や、大学等で行われている研究開発に対し助成。
・25年度実績：１９先／１９百万円（中小企業１４先、大学等研究開発５先）
・設立来実績：４１６先／４１６百万円

成 長 分 野 へ の 積 極 的 な 取 組成 長 分 野 へ の 積 極 的 な 取 組

（億円）

●環境・医療・農業分野への取組
・成長分野に特化した専担者を配置し、ワイエムコンサルティングを含めて
営業店と連携して積極的に対応。

・成長分野向けの資金需要に対して、ワイエム成長支援ファンドほか
専用融資商品を展開。

2,262

2,350

2,391

※医療・介護関連向け融資：当社内の基準に基づく融資残高の推移
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◆金融円滑化法終了後も、取引先の経営改善支援強化を図るという基本方針に基づき、取組継続。
◆再生支援ファンドを活用し、現状の事業を見直し新たな収益力のある事業への変革を支援。

◆「やまぐち事業維新ファンド」

(山口銀行・北九州銀行)

・ファンド総額：30億円

・創設日：平成25年9月30日

・存続期間：8年(延長の場合あり)

地域とＹＭＦＧの共栄 ～事業再生支援への取組～

・創設日：平成24年12月1日

◆中小企業再生ファンド「せとみらいファンド」

（もみじ銀行）

・ファンド総額：32億円(うち5億円をもみじ銀行にて出資)
・存続期間：5年(延長の場合あり)

「やまぐち事業維新ファンド投資事業有限責任組合」の概要

中 小 企 業

山口キャピタル

REVICキャピタル

山口銀行

北九州銀行

西中国信用金庫

萩山口信用金庫

東山口信用金庫

山口県信用保証協会

中小企業基盤整備機構

無限責任組合員
地域金融機関

信用保証協会

中小企業
再生支援協議会

案件持込
債権買取

連携

ハンズオン支援
債権・株式の保有 再生支援 事前相談

※やまぐち事業維新ファンドの管理・運営は、無限責任組合員である山口キャピタル及びＲＥＶＩＣキャピタルが行います。
※山口キャピタルは、山口銀行の持分法適用関連会社です。
※ＲＥＶＩＣキャピタルは、㈱地域経済活性化支援機構の100％出資子会社です。

有限責任組合員

営業店・本部・関連会社連携
・グループ３行本部に専門部署

営業店・本部・関連会社連携
・グループ３行本部に専門部署

事業再生ファンドの活用
・やまぐち事業維新ファンド設立

事業再生ファンドの活用
・やまぐち事業維新ファンド設立

経営改善が見込まれる取引先
１千先超を対象に取組

（グループ３行合計）

外部専門機関との再生ネットワーク
・監査法人、税理士法人、支援協議会など
外部専門機関との再生ネットワーク
・監査法人、税理士法人、支援協議会など



地域とＹＭＦＧの共栄 ～アジアの成長の取込～

【下関市立大学 聴講留学生受入実績】 （単位：人数）

青島 大連 タイ トルコ 合計

過年度累計 57 32 35 27 151

◆業務提携を行った金融機関などにグループ銀行の行員を積極的に派遣し、グローバルな人材を育成。
◆増加するアジアへの海外展開支援のため、海外支店で与信を積極的に提供。

①海外からの留学生の受入
・昭和61年より下関市立大学の聴講留学生の受入を開始。
・青島（中国）から始まり、現在は大連・タイ・トルコと多角的に受入を実施。

特に中国のOBには現地の政府・金融機関の要職者が多く、当行の海外支援の
パイプ役となっている。

【韓国】
・山口銀行釜山支店
・釜山大学語学研修行員1名

【中国】
・駐上海北九州市経済事務所

北九州銀行行員派遣1名

【中国】
・山口銀行香港駐在員事務所

◆フィリピン
提携銀行：メトロポリタン銀行

◆インドネシア
提携銀行：バンクネガラインドネシア

【タイ】
・TMB銀行

もみじ銀行行員派遣1名

◆タイ
提携銀行：TMB銀行

◆インド
提携銀行：インドステイト銀行

【中国】
・山口銀行大連支店
・遼寧師範大学語学研修行員1名

【中国】
・山口銀行青島支店

④中国（青島市）において継続的に山口銀行杯日本語弁論大会を開催
・優勝者を日本へ招待し、日中友好に貢献。

「平成25年度外務大臣表彰の受賞」
◇日本と諸外国との友好関係における多大な貢献が認められ、

山口銀行青島支店が外務大臣表彰を受賞

アジアにおけるネットワークアジアにおけるネットワーク

国際交流・グローバルな人脈構築のための取組国際交流・グローバルな人脈構築のための取組

海外支店与信残高の拡大海外支店与信残高の拡大

※人民元建融資取扱認可第1号の地方銀行：山口銀行
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②中国の小学生の受入
・中国の善行児童を招待し、地元小学校との交流を実施。

③中国金融機関職員短期研修生受入
・中国の金融機関職員を招待し、当社グループで短期研修を実施。

海外支店与信残高（単位：百万円）

19,473
22,278

24,957
28,976
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2006.10.06（終値）
日経平均 16,436円
山口ＦＧ 1,670円
銀行株指数 440.98

2008年9月
リーマン・ショック

銀行株指数

2014.5.23（終値）
※カッコ内は2006.10.06比
日経平均 14,462円（87.9％）
山口ＦＧ 955円（57.1％）
銀行株指数 164.10（37.2％）

日経平均

山口ＦＧ
株価

1,670円

835円

各指標
騰落率

山口ＦＧ

山口ＦＧ上場時（2006年10月）を100とした週足推移
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2014年5月1989年12月 1990年12月 2006年10月 2010年10月2008年10月 2012年10月

1990.3.8（上場来最高値）
日経平均 33,690円（205.0％）
山口銀行 1,990円（119.2％）
銀行株指数は1993年より公表開始

2,505円

株価推移

◆2006年10月に上場して以降、2008年頃からは銀行株指数を上回って推移。
◆直近の山口ＦＧ株価は955円（山口ＦＧ上場時比57.1%）。


